
　

市
で
は
、
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
介
護
予
防
事
業
の
一
環

と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
地
域
貢
献
や
社
会

活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
高
齢
者
自
身
の
介
護
予
防
を
推

進
し
、
よ
り
元
気
に
い
き
い
き
と
し
た
地
域
社
会
を
つ
く
る

こ
と
を
目
的
に
、
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
を
開
始
し

ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
行
っ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
対
し
て
、
年
度
ご
と
に
１
人
あ
た
り
最
高
5
、

０
０
０
円
の
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
転
換
交
付
金
ま

た
は
特
産
物
な
ど
を
交
付
し
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
同
事
業
の
登
録
方
法
の
流
れ
な
ど
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
に
住
所
が
あ
る
人
の

う
ち
、
介
護
保
険
第
１
号
被
保
険

者
（
65
歳
以
上
の
人
）
で
介
護
保

険
要
支
援
認
定
者
ま
た
は
要
介
護

認
定
者
で
な
い
人
。

▼
申
込
方
法
＝
市
社
会
福
祉
協
議
会

各
支
所
へ
、
介
護
保
険
証
と
印
鑑

を
持
参
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
が
始
ま
り
ま
す

①
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
参
加

支
援
補
助
。

②
お
茶
出
し
、
配
膳
、
下
膳
な
ど
の

補
助
。

③
話
し
相
手
。

④
誕
生
会
な
ど
の
行
事
の
会
場
設

営
・
補
助
。

⑤
草
取
り
、
洗
濯
物
の
整
理
な
ど
施

設
職
員
と
と
も
に
行
う
軽
微
か
つ

補
助
的
な
活
動
。

　

活
動
場
所
は
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
受
け
入
れ
機
関
と
し
て
市
に
登

録
さ
れ
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
の
介
護
保
険
施
設
等
で
す
。

　

な
お
、
詳
し
い
活
動
内
容
や
時
間

な
ど
に
つ
い
て
は
、
各
受
け
入
れ
機

関
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
本
庁
・
高
齢
者

支
援
課
地
域
支
援
係
☎
㉓
１
１
１

１
内
線
１
１
９
6
へ
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

□評価ポイントとは・・・

　

４
月
13
日
、
市
役
所
本
庁
舎
正
面
玄

関
前
で
、
市
民
や
関
係
者
ら
が
見
守
る

中
、
第
81
回
・
米
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
外
国

語
映
画
賞
を
受
賞
し
た
映
画
「
お
く
り

び
と
」
の
脚
本
を
手
が
け
ら
れ
た
、
本

市
出
身
の
小
山
薫
堂
さ
ん
に
、
天
草
市

で
初
と
な
る
「
市
民
栄
誉
賞
」
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

授
与
式
で
安
田
市
長
が
「
天
草
に
生

ま
れ
育
ち
、
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
を
受
賞
さ

れ
た
こ
と
は
、
市
民
は
も
と
よ
り
子
ど

も
た
ち
に
夢
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
」

な
ど
と
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。
小
山
さ
ん
は
「
自
分
が
持
っ
て
い

る
優
し
さ
は
、
天
草
の
地
で
育
ま
れ
た

も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
天

草
の
す
ば
ら
し
さ
を
発
信
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
」
と
お
礼
の
言
葉
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

小
山
さ
ん
は
式
典
の
あ
と
の
記
者
会

見
で
「
映
画
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
出
て
く

る〝
た
こ
〞は
天
草
を
意
識
し
て
書
い
て

い
る
」
と
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
披
露
。
そ
の

後
、
母
校
の
本
渡
中
学
校
へ
移
動
し
、

生
徒
た
ち
と
一
緒
に
市
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
制
定
さ
れ
た
ば
か
り
の
「
あ
こ
う

の
木
」
の
記
念
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
校
で
講
演
を
行
い
、「
こ

れ
か
ら
い
ろ
ん
な
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
。

目
標
を
見
つ
け
て
努
力
す
る
こ
と
や
意

識
す
る
こ
と
。
夢
を
抱
く
こ
と
が
大
切

で
、必
ず
人
生
は
そ
の
方
向
に
近
づ
く
。

今
の
失
敗
が
後
で
最
高
の
結
末
に
つ
な

が
る
」
な
ど
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

映画「おくりびと」の脚本を手がけた

小山薫堂さん  天草に凱旋
～天草市民栄誉賞を受賞～

▲安田市長（左）から記念の盾が贈られました

▲本渡中学校で市の木「あこうの木」を植樹

が　い　せ　んく　ん　ど　う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

主
な
活
動
の
内
容

1ボランティア登録
　市社会福祉協議会（管理機関）で登録し、ボ
ランティア手帳を受け取る（５月７日から
登録開始）。

□登録から交付金を受け取るまでの流れ

ポイント協力事業者説明会を開催します
　ポイントと交換する品物を、カタログに掲載の
ご協力をいただける事業者の説明会を開催します。
●対　象＝平成22年４月のポイント交換時期に
確実に品物の納品ができる事業者

●と　き＝５月11日㊊ 午後２時から
●ところ＝天草消防本部・３階コミュニティ室（市
役所本庁舎となり）

2ボランティア活動
　市社会福祉協議会で、ボランティア活動を行
う受け入れ機関（施設など）の紹介を受け、
受け入れ機関と登録者が直接活動内容を調
整し、ボランティア活動をする。

⬇

3手帳にスタンプを押してもらう
　受け入れ機関でボランティア活動をしたら手
帳に「活動確認スタンプ」（活動１時間につ
き１スタンプ、１日最高２スタンプまで）
を押してもらう。

4評価ポイント活用の申請
　評価ポイントを活用し交付金や特産物などの
品物を受け取るには、市社会福祉協議会各支
所に「評価ポイント活用申出書」に手帳を添
えて提出する。

5ポイントに応じて交付金などの交付
　4の申請に基づき、評価ポイントに応じて交
付金や特産物などが交付（ただし、介護保
険料の未納がある場合は交付金などが支給
されません）。

活
動
場
所

　ボランティア活動で得た確認スタンプの数によ
って交換できるポイントです。
■交換できるスタンプの個数
●10～19個＝1,000ポイント（1,000円相当）
●20～29個＝2,000ポイント（2,000円相当）
●30～39個＝3,000ポイント（3,000円相当）
●40～49個＝4,000ポイント（4,000円相当）
●50個以上  ＝5,000ポイント（5,000円相当）
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